
都市ファミリーと共に田んば守る

笏
吻
写
ン
靱
隋
魏
瘍
儡
隕
黎
褥
躙
隧
嘔

押
井
の
里
に

続
く
第
２
弾

豊
田
市
下
山
地
区
の
羽
布

町
で
、
農
家
と
都
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
支
え
合
っ
て
田
ん
ぼ

を
守
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

「羽

峰
舞
度渕
刹

族
」
に
続
く
第
二
弾
だ
。

「自
給
家
族
」
は
山
村
の

農
家
（生
産
者
）
と
都
市
フ
ァ

ミ
リ
ー

（契
約
者
）
が
親
戚
・

上
限
に
達
し
た
た
め
、
今
後

は

「自
給
家
族
」
の
取
り
組

み
を
周
辺
地
域

へ
広
げ
、
万

が

一
の
不
作
の
時
に
相
互
に

融
通
し
あ
え
る
仕
組
み
作
り

も
課
題
に
な

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
が
あ

っ
て

第
二
弾
と
し
て
動
き
始
め
た

の
が
、
今
回
の

「羽
布
の
里

自
給
家
族
」
だ
。
中
心
と
な

る
の
は
羽
布
町
で
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ

フ
ァ
ー
ム
を
運
営
す
る
木
下

員
晴
さ
ん

（４８
）
＝
写
真
右

か
ら
３
人
目
＝
。
羽
布
の
農

家
は
比
較
的
若
く
集
落
営
農

組
織
が
無
い
た
め
、
木
下
さ

ん
が
気
心
の
知
れ
た
農
家
仲

間
に
声
を
掛
け
て
有
志
グ

ル
ー
プ

「
羽
布
み
の
り
会
」

を
立
ち
上
げ
た
。
あ
つ
か
う

お
米
は
標
高
４
０
０

ｍ
で
作

る
自
慢
の
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
。
伸

間
に
も
減
農
薬
の
特
別
栽
培

に
取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
に
な

っ
た
。
自
給
家
族
の

募
集
定
員
は
５０
組

（合
計
７５

俵
ほ
ど
）
。
来
年
１
月
か
ら

募
集
を
始
め
る
予
定
だ
。

ク
ラ
フ
ァ
ン
支
援

で
申
込
優
先
権
も

募
集
に
先
立

っ
て
い
ま
、

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
ヘ
の
挑
戦

冷
庫
を
整
備
す
る
た
め
の

２
５
０
万
円
だ
。
リ
タ
ー
ン

品
の
な
か
に
は
自
給
家
族
申

込
優
先
チ
ケ
ッ
ト
付
き
の
お

米
も
あ
る
。
取
り
組
み
の
詳

細

・
支
援
希
望
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
大
手

９
昌
当
邸
”
の
サ
イ
ト

ヘ

ーー
右
２
次
元
コ
ー
ド
＝
。

【新
見
克
也
】
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